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西 ドイツのミュンヘン大学で開発された体外衝撃波

による腎砕石術はすでに臨床的実用化段階に入 り,非

観血的に腎結石を治療するとい うことはもはや夢物語

ではなくな りつつある.本 法の原理は回転楕円体の一

方の焦点から発した衝撃波が他方の焦点に集って結石

を破壊するということであるが,原 理的にこれが可能

であるということは1971年 に西 ドイツ・ザール大学の

物理学者Hauslerが 示 しており,1979年 には著者の

留学していたザール大学泌尿器科で試作器が完成して

いた1).い っぽ うミ;一ンヘン大学泌尿器科のChaussy,

Schmiedtら の グループは,ド イツの航空機メーカー

であるDornierSyste・n社 の技術陣と協力して,現 在

の体外衝撃波砕石装置(Fig.1)を 臨床的実用化にま

で発展させた2).Chaussyら は体外衝撃波砕石術(以

下ESWL)の 適応を当初は さくらんばう大 以下の結

石で感染のないものに限定 していたが,1982年 の200

例をこえた時点での報告では88.5%で 結 石の完全除去

を成功している3).彼 らはその後適応をひろげ,さ ら

に大きい結石や感染をともなう結石にもESWLを お

こなっている.

サ ソゴ状結石については ミュンヘン大学でも当初は

適応外としていたが,最 近では部分的なサンゴ状結石

はESWLに よ り砕石可能であることを みとめて お

り,ま たサンゴ状結石に対する腎切石術後に腎杯内に

残った結石をESWLに よ り砕石してしまうことに成

功している4)い っぽう,マイ ンツ大学を中心として発

展してきた経皮的方法 に よる砕石術(Percutaneous

Nephrolithotomy,以 下PN)も 腎結石に対する非手

術 的 治 療 法 と して 有 効 で あ る こ とが み とめ られ て い る

が5),1984年 は じめ に マ イ ンツ大 学 に もESWLが 導

入 され る と と もにPNとESWLの 併 用 が 試 み られ

てお りサ ンゴ状結 石 に対 して も良 好 な成 績 を あ げ て い
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Fig・1・ ミュンヘン大学泌尿器科の体外衝撃波砕石

装置
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る6).最 近は ミュンヘン大学においても,ESWLの

み ならずPNも 補助的手段として採用され,1,200例

を こえる経験から,も うほとんどすべての腎結石が非

手術的に治療できると述べ られている7).本 邦におい

てもESWLが 導入されようとしているが,ESWL

お よびPNの 普及により,サ ンゴ状結石の治療は従

来のそれ とは根本的に変ってゆくものと予想される.
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